
株主のみなさまへ

代表取締役社長執行役員

　株主のみなさまには、平素格別のご高配を賜り、厚く御礼申
し上げます。
　当上半期におけるわが国経済は、世界経済の減速懸念、米国
の利上げに対する慎重姿勢の高まりや、英国のEU離脱決定など
から、円高傾向となり低成長が続いております。設備投資につ
いては、比較的業績が好調な企業においても慎重姿勢がみられ、
一部好調分野はあるものの、全体として低調であります。
　このような環境の中、当社グループは、水素社会など新エネ
ルギーやIoTに対応する製品開発、ライフサイエンス分野や新
素材分野など新たな市場への需要開拓を行うとともに、業務効
率化による収益性の改善などに取り組んできました。
　当上半期の業績につきましては、受注高および売上高とも前
年上半期を大幅に下回る結果となりました。売上高については、
修理・サービス関連が伸長した反面、計装システムが減少し、
原価低減で営業利益は前年を上回ったものの、為替評価損の影
響で経常利益は前年を下回り、親会社株主に帰属する四半期純
損失が前年より増加する結果となりました。
　このような状況から、まことに不本意ながら中間配当につき
ましては実施を見送らせていただきました。
　この下半期は、当社グループでは、来るべき水素社会に向け
て、計測・制御・監視の分野に注目した新製品の開発と新事業
展開に力を入れます。また、IoT、AI、航空機産業、再生医療
を中心としたライフサイエンス分野など、新たな分野に対応し
た製品の開発と需要の深耕を進めてまいります。海外について
は、熱処理関連分野の需要開拓や、より一層の現地生産品目拡
充による地産地消を進めます。
　また、既存事業のさらなる強化と業務効率の改善に努め、全
社一丸となって年度業績の確保に取り組んでまいります。
　株主のみなさまにおかれましては、引き続き変わらずご支援
ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

平成28年11月

前年上半期 当上半期 増減
受注高 9,719 8,952 △766
売上高 9,329 7,883 △1,446
国内売上高 7,346 6,452 △893
海外売上高 1,982 1,430 △552
営業利益 2 47 44
経常利益 68 9 △59
親会社株主に帰属する
四半期純損失 △21 △62 △41

（単位：百万円 未満切捨）◆当期の概況
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◆連結売上高の推移
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◆経常利益　親会社株主に帰属する当期純利益推移
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社会課題

チノーの事業

ステークホルダーに
もたらす価値

人々が
安全・安心に暮らせる

社会の実現

事業環境

●  地球との共生 
（地球温暖化・水リスク）

●  法規制の強化、 
要求の高まり

●  安全・高効率な 
ライフライン

●情報通信技術の発展

●産業と IoTの新結合

監視制御

計測
資源・環境問題

新興国の台頭

少子高齢化

安全安心ニーズの
高まり

放射温度計／熱画像装置

記録計／調節計

燃料電池評価試験装置
コンプレッサ性能試験装置

成分・水分・厚さ計

無線機器

トレーサビリティ

温度センサ／ 
各種センサ・ロガー

チノーの強み
計測・制御・監視を一元管理

ループソリューション

チノーは、「Measure�with�Passion　-温度を極める-」をスローガンに、
人々が安全・安心に暮らせる社会を実現するために無限の可能性に挑戦してまいります。

�チノーグループのロゴマークを制定しました
チノーグループでは、新たにグループのロゴマークを制定しました。
新しいロゴマークは、これからのチノーグループが目指す、変革(Change)、調和(Coordinate)、挑戦

（情熱）(Challenge)の３つの「C」をあらわしています。
このシンボルとともに、チノーグループは、持続して成長を続ける企業グループとして、グループ間の
連携を一層強化し、グローバルな事業展開を目指します。

トピックス

　当社は国立研究開発法人産業技術総合研究所（以下「産総
研」）と共同で、1,000℃付近の高温域でも0.001℃レベル
の精度で温度測定が可能な白金抵抗温度計を開発しました。
　従来、1,000℃付近の高温域では白金線の抵抗値が不安定
になるため高精度な温度測定が困難でしたが、産総研の温度
標準を用いた熱サイクル試験の実施により抵抗値を安定させ
る作成条件の発見とセンサ構造の考案を実現しました。
　今回開発された温度計は、半導体製造プロセスなどにおけ
る高温域での温度測定・温度制御技術の向上に貢献します。

高温域で高精度の温度測定が可能な
白金抵抗温度計を開発しました。

　当社は、環境配慮経営を進める一方で燃料電池試験装置な
どの環境支援製品、藤岡事業所のチノービオトープフォレス
ト、小学生を対象とした科学実験教室などを通じてCSR活動
を積極的に行っています。
　当上半期は、東京都板橋区の高島平図書館において「温度
とロボットの関係」をテーマとした実験教室を開催しました。
多くの子どもたちが温度や無線に関わる実験・講習の体験を

チノーのCSR活動

　当社グループのアーズ株式会社と学校法人慶應義塾が共同
で開発を進めている「観光客へローカル情報の提供を行うコ
ミュニケーションロボット」が平成28年度の「神奈川版オー
プンイノベーション」開発促進事業として採択されました。
　このロボットは、観光客が持つ無線タグの言語情報をロ
ボットが認識して観光客がわかる言語で会話をするほか、ロ
ボットに内蔵するサーバにより、観光案内のWebページなど
を通じて情報を提供します。
　2020年東京オリンピック・パラリンピックに向け、上記の
ほか熱中症危険情報の提供などで実用化を目指します。

神奈川県の「神奈川版オープンイノベーション」
共同開発プロジェクトに採択されました。

Measure with Passion
温度を極める



◆連結貸借対照表（要旨）� （百万円）

科　目 前期
（平成28年３月31日現在）

当第２四半期
（平成28年９月30日現在） 増減

【資産の部】
流動資産 15,259 14,142 △1,116
固定資産 8,687 8,360 △326

有形固定資産 4,880 4,774 △105
無形固定資産 1,005 898 △106
投資その他の資産 2,801 2,686 △114
資産合計 23,946 22,503 △1,443
【負債の部】 　 　
流動負債 6,671 6,112 △558
固定負債 2,851 2,659 △191
負債合計 9,522 8,771 △750
【純資産の部】 　 　
株主資本 13,477 13,065 △411

資本金 4,292 4,292 ―
資本剰余金 4,053 4,053 ―
利益剰余金 6,602 6,191 △411
自己株式 △1,470 △1,470 △0

その他の包括利益累計額合計 51 △120 △171
非支配株主持分 895 786 △109
純資産合計 14,424 13,731 △693
負債純資産合計 23,946 22,503 △1,443

（百万円未満切捨）

【連結貸借対照表】
◎  流動資産の主な増減要因は、たな卸資産の増加571百万円、現金及び預金の減少961

百万円、受取手形及び売掛金の減少660百万円です。
◎  流動負債の主な減少要因は、支払手形及び買掛金の減少412百万円等です。

決算の概要
◆連結損益計算書（要旨）� （百万円）

科　目
前年同期

平成27年４月１日から（‌平成27年９月30日まで‌）
当第２四半期
平成28年４月１日から（‌平成28年９月30日まで‌） 増減

売上高 9,329 7,883 △1,446
売上原価 6,770 5,382 △1,388
売上総利益 2,558 2,501 △57
販売費及び一般管理費 2,556 2,453 △102
営業利益 2 47 44
営業外損益 66 △38 △104
経常利益 68 9 △59
特別損益 △1 △1 △0
税金等調整前四半期
純利益 67 7 △60

法人税等 59 52 △7
非支配株主に帰属する
四半期純利益 28 17 △11

親会社株主に帰属する
四半期純損失 △21 △62 △41

（百万円未満切捨）

◆連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）� （百万円）

科　目
前年同期

平成27年４月１日から（‌平成27年９月30日まで‌）
当第２四半期
平成28年４月１日から（‌平成28年９月30日まで‌） 増減

営 業 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー 1,087 △271 △1,359

投 資 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー △437 △80 357

財 務 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー △773 △525 248

（百万円未満切捨）
【連結損益計算書】
営業外損益のうち為替差損として75百万円を計上しております。(前年同四半期は
為替差益２百万円）
【連結キャッシュ・フロー】
「営業活動によるキャッシュ・フロー」
当上期の主なプラス要因は売上債権557百万円の減少、一方マイナス要因はたな
卸資産647百万円の増加、仕入債務361百万円の減少です。
「投資活動によるキャッシュ・フロー」
当上期の主なマイナス要因は固定資産の取得192百万円です。
「財務活動によるキャッシュ・フロー」
当上期の主なマイナス要因は長期借入金の返済131百万円、配当金の支払341
百万円です。

↑藤岡事業所ビオトープの様子

↑実験教室の様子

通じて科学技術への関心を深めていました。
　また、山形県産業科学館において開催された「2016青少
年のための科学の祭典in山形」に出展しました。当社のブー
スには多くの小中学生が集まり、紙コップとCDを使った簡
易分光器の作成など、当社の技術を応用して行う科学実験に
目を輝かせていました。
　藤岡事業所では、ビオトープを主体とする環境への取り組
みが、「工場緑化を積極的に推進し地域の環境向上に大きく
貢献した」ことを評価され、「関東経済産業局長表彰」を受
賞しました。
　今後もチノーは、地域の方々との関係性を大切にしながら
時代に即したCSR活動を充実してまいります。
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◆連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）� （百万円）

科　目
前年同期

平成27年４月１日から（‌平成27年９月30日まで‌）
当第２四半期
平成28年４月１日から（‌平成28年９月30日まで‌） 増減

営 業 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー 1,087 △271 △1,359

投 資 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー △437 △80 357

財 務 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー △773 △525 248

（百万円未満切捨）
【連結損益計算書】
営業外損益のうち為替差損として75百万円を計上しております。(前年同四半期は
為替差益２百万円）
【連結キャッシュ・フロー】
「営業活動によるキャッシュ・フロー」
当上期の主なプラス要因は売上債権557百万円の減少、一方マイナス要因はたな
卸資産647百万円の増加、仕入債務361百万円の減少です。
「投資活動によるキャッシュ・フロー」
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「財務活動によるキャッシュ・フロー」
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●産業と IoTの新結合

監視制御

計測
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新興国の台頭

少子高齢化

安全安心ニーズの
高まり

放射温度計／熱画像装置

記録計／調節計

燃料電池評価試験装置
コンプレッサ性能試験装置
成分・水分・厚さ計

無線機器

トレーサビリティ

温度センサ／ 
各種センサ・ロガー

チノーの強み
計測・制御・監視を一元管理

ループソリューション

チノーは、「Measure�with�Passion　-温度を極める-」をスローガンに、
人々が安全・安心に暮らせる社会を実現するために無限の可能性に挑戦してまいります。

�チノーグループのロゴマークを制定しました
チノーグループでは、新たにグループのロゴマークを制定しました。
新しいロゴマークは、これからのチノーグループが目指す、変革(Change)、調和(Coordinate)、挑戦

（情熱）(Challenge)の３つの「C」をあらわしています。
このシンボルとともに、チノーグループは、持続して成長を続ける企業グループとして、グループ間の
連携を一層強化し、グローバルな事業展開を目指します。

トピックス
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　従来、1,000℃付近の高温域では白金線の抵抗値が不安定
になるため高精度な温度測定が困難でしたが、産総研の温度
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高温域で高精度の温度測定が可能な
白金抵抗温度計を開発しました。
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共同開発プロジェクトに採択されました。

↑藤岡事業所ビオトープの様子

↑実験教室の様子

Measure with Passion
温度を極める

通じて科学技術への関心を深めていました。
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目を輝かせていました。
　藤岡事業所では、ビオトープを主体とする環境への取り組
みが、「工場緑化を積極的に推進し地域の環境向上に大きく
貢献した」ことを評価され、「関東経済産業局長表彰」を受
賞しました。
　今後もチノーは、地域の方々との関係性を大切にしながら
時代に即したCSR活動を充実してまいります。



〒173-8632　東京都板橋区熊野町32番8号� TEL�03-3956-2111（大代表）

◆‌‌発行可能株式総数‌ 23,820,000株
◆‌‌発行済株式の総数‌ 9,560,116株
◆‌‌株　　主　　数‌ 6,203名
◆‌‌大　　株　　主

株主名 持株数 持株比率
チノー取引先持株会 970 千株 10.14 ％

チノー従業員持株会 426 4.45
株式会社三菱東京UFJ銀行 338 3.54
株式会社りそな銀行 260 2.71
株式会社ニッカトー 207 2.17
株式会社北浜製作所 182 1.90
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 171 1.79
日本生命保険相互会社 160 1.67
株式会社共和電業 140 1.46
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 129 1.35

持株比率は自己株式（985,536株）を控除して計算しております。

◆‌‌所有者別分布状況（所有株式比率）

自己株式

個人・その他

その他の法人

金融機関
10% 18%

56%

16%

◆‌‌所有株数別分布状況（所有株式比率）
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1万～10万株未満
79名
10万株以上
11名

1,000～1万株未満
1,103名

500～1,000株未満
715名

500株未満
4,295名

株式情報� （平成28年9月30日現在） 会社概要� （平成28年9月30日現在）

名　　称 所 在 地
株式会社チノーソフテックス 群馬県　藤岡市
三基計装株式会社
株式会社浅川レンズ製作所
アーズ株式会社
アドバンス理工株式会社
CHINO Works America Inc.
上海大華―千野儀表有限公司
千野測控設備（昆山）有限公司
韓国チノー株式会社

埼玉県　久喜市
埼玉県　久喜市
神奈川県　横浜市
神奈川県　横浜市
アメリカ合衆国　ロサンゼルス郡
中華人民共和国　上海市
中華人民共和国　江蘇省昆山市
大韓民国　京畿道華城市

CHINO Corporation India Private Limited インド共和国　ナビムンバイ市
CHINO Corporation (Thailand) Limited タイ王国　バンコク都

子会社

名　　称 所 在 地
本社・技術開発センター 東京都　板橋区
東日本支店 東京都　板橋区
大阪支店 大阪府　吹田市
名古屋支店 愛知県　名古屋市
藤岡事業所 群馬県　藤岡市
久喜事業所 埼玉県　久喜市
山形事業所 山形県　天童市

主要な事業所

株主メモ
◆商 号 株式会社チノー
◆英文商号 CHINO CORPORATION
◆創 業 大正２年３月
◆設 立 昭和11年８月１日
◆資 本 金 4,292百万円
◆従業員数 （連結）1,011名　（単独）664名
◆本 社 〒173-8632　東京都板橋区熊野町32番8号
◆役 員 代表取締役社長執行役員 苅 谷 嵩 夫

取締役　専務執行役員 小 針 哲 郎
取締役　専務執行役員 森 山 文 隆
取締役　常務執行役員 豊　田　三喜男
取締役　常務執行役員 松 本 　 正
取締役　常務執行役員 吉 田 幸 一
取締役　常務執行役員 清 水 孝 雄
社 外 取 締 役 吉 池 達 悦
社 外 取 締 役 生 田 一 男
常 勤 監 査 役 岸 　 智 晴
社 外 監 査 役 大 澤 眞 輔
社 外 監 査 役 原　沢　隆三郎
常 務 執 行 役 員 山 﨑 敬 一
常 務 執 行 役 員 久 永 達 夫
常 務 執 行 役 員 松 岡 　 学
執 行 役 員 西 口 明 彦
執 行 役 員 福 浦 正 人
執 行 役 員 鈴 木 貞 二
執 行 役 員 大 森 一 正

◆決 算 期 日 ３月31日
◆定時株主総会 ６月下旬
◆配当金受領株主確定日 ３月31日、９月30日
◆基 準 日 ３月31日
◆公 告 方 法 当社ホームページ（http://www.chino.co.jp/

financial/index.html）に掲載しております。
ただし、電子公告によることができない事故そ
の他のやむを得ない事由が生じたときは、日本
経済新聞に掲載いたします。

◆上場証券取引所 東京証券取引所　市場第一部
◆株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
特別口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

（連絡先） 〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電話　0120-232-711（フリーダイヤル）

◆単 元 株 式 数 100株

株式事務手続きのご案内
１．株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきまして

は、口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。
２．特別口座にて株式を管理されている場合の各種お手続きにつき

ましては、上記特別口座管理機関にお問い合わせください。
３．  未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支

払いいたします。

http://www.chino.co.jp

主な内容
　・製品情報
　・サポート情報
　・企業情報
　・IR情報

ホームページのご案内

※表紙：当社藤岡事業所ビオトープフォレスト
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